
12月10日　5年生　社会科【レベルアップの秘訣「アウトプット」】 
 
　5年生の先生と、主体的に学ぶ授業デザインの形のサイクルは一定整ってきたので、さらにレベルアップ
するためにどうしたらいいか話し合いました。 
    ≪主体的に学ぶ授業デザインの形のサイクル≫ 
　　     【単元のルーブリックを提示し単元の目標をはっきりさせる →自分のめあてを立てる 
        　　　→情報収集（教科書に線を引く、ネットからキーワードを抜き出すなど） →整理 
       　　　→自分の考え →スライドに（思考ツールの活用）まとめる  →まとめたものを見て伝える 
　　　　　（録音機能）→ふりかえる】 
   
その結果、アウトプットの機会を多くとっていこう！ということになりました。 
いわゆる「ねりあげ」「ディスカッション」です。 
 
何度も取り上げていますが、一定形ができてきたら、ここに入ってほしいです。 
やはり一斉授業で大切な部分を押さえたり、深めたりするのは授業の醍醐味だったと思います。 
 
ここも委ねていくためには、布施小の発信でも伝えた「授業の見方・考え方」を子どもたちに提示し、自分で

深める場面をつくっていくほかありません！ 
いま、春日井市など先進的に実践している学校も、ここの段階に入っています。わずか半年の研究推進過

程である本校も、その仲間入りしているのがすごいなぁと、本当に思っています。 
 
授業のはじめに、アウトプットの趣旨説明を先生からしました。 
 

 
 
先生：「Aさんの考え、Bさんの考え、それぞれの考えが同じなら確認し合える。 
　　　　ちがうなら、より良いところを自分も取り入れる。 
　　　　さらに、新しい「C」という考えが出てきたら、もっとすばらしいよね！」 
 
 
その後、これまでの自分の学びについて友だちと伝え合おう、と活動しました。 
 



 
児童A：「クラゲチャートは、やりやすいで！」 
児童B：「え、いっぱいあるから、やりにくくない？」「５つに分かれてるけど、全部書こうと 
　　　　　思うと、ほかにないかなって考えるし。」 
 
児童C：「シンキングツールの中に、またシンキングツール（整理レベル6）を使ってるのがいい 
　　　　　と思った。」 
 
児童D：「わたしは、自分がよくわかったところに線を引いてて、それをスライドにまとめていき 
　　　　　ます。」 
 
児童E：（話がつまっている友だちに）「考えがちがう人とやったことある？」 
 
以上の会話のように、整理の仕方についての話、情報収集の方法、だれと学ぶかなど多様な学び方がア

ウトプットされていました。 
 
先生の話されたように、その学び方を「A」や「B」として受けとったり、新しく「C」という学び方を生み出した
り、これからの5年生に期待です！ 
 

  



  

  

  

 

 



  

  

 
 

 
 

  

 
 
 


